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【趣旨】 
はじめに、ディスレクシアについてのユヴァスキュラ縦断研究

（Jyväskylä longitudinal study of Dyslexia: JLD）のハイライトを概

観します。ユヴァスキュラ縦断研究は、ディスレクシアを長期的に予測

する研究です。発達のごく初期から思春期までの縦断的なデータが収集

されています。 

つぎに、読みの学習につまずくリスクのある子どもに対して私たちが

行っている支援の試みに関連させて、その理論的枠組みと経験的な結果について紹介します。ユ

ヴァスキュラ縦断研究の結果、最も早期に読みの獲得に関連する困難さを有意に予測する因子

は、すでに生後 3～5日目にみられる、語音に対する脳の反応にその基盤があることがわかって

います。読みの学習がはじまる何年も前に、簡単な方法で、将来読みの学習の困難に直面するで

あろう子どもを非常に正確に予測することが可能です。 

最初のトレーニングの段階でのダイナミックなアセスメントを通して、支援のニーズを正確に

適切に予測することが可能です。この最初のトレーニングの段階は、話しことばの要素と書きこ

とばの要素を結びつける学習という、基本的な読みのスキルの学習に欠かせないものです。ダイ

ナミックなアセスメントは、本来の目的（スキルのトレーニング）を達成するための学習と統合

して行うことができます。このような方法を用いることによって、子どもに不必要な負担をかけ

なくてすみます。直接的でない方法で行われる、多くの場合あまり信頼性のない、あまり妥当性

のない予測因子によるアセスメントを行わなくてすむのです。 

私たちの行っているグラフォゲーム（Graphogame: GG）のテクノロジーを使うことによって、

リスクのある子どもたちは、失敗に直面したり失敗を経験したりする前に、読みのスキルの学習

の支援を受けることができるのです。グラフォゲーム（GG）によるトレーニングでは、コンピュ

ータゲームのかたちで、話しことばの要素と書きことばの要素のつながりを繰り返し提示して記

憶させる課題を行います（graphogame.info を参照）。先に述べたように、これは単に読みの

問題を解決するために役立つだけではなく、同時に、読みの学習に必要な時間を正確に予測する

ためのアセスメントにもなるのです。 



このような目的を達成するということは、各言語に特有の内容に応じて実施するために、各言

語にとって最適なフォニックスによる学習（発音と綴りの関係の学習）を行う必要があるという

ことです。私たちはこれを出発点にして、研究の枠組みを超えてゲームを利用することに先立

ち、効果について関連するグローバルな研究を行ってきました。フィンランドでは、効果が検証

されたことにより、「グラフォゲーム」サービスが公的な資金を得て設立され一般公開されまし

た。こんにちフィンランドでは、2007年以来、初期学習につまずきのある 20万人以上の子ども

たちが、グラフォゲームによるトレーニングの恩恵を受けています。1日あたりでは、2万人以

上の子どもがゲームで遊んでいます。多くは、流暢さのトレーニングのゲームに集中していま

す。 

私たちの行ったアフリカおよびアジアでの興味深い研究成果を紹介するつもりです。現在、4

つの大陸、20か国以上で調査を行っています。非アルファベット圏の書字環境で同じ原理のト

レーニング方法を適用する試みも行っています。また、イギリスの共同研究者とともに行った、

2種類の英語版グラフォゲームの効果研究結果も最近報告しました。報告では、読み書きスキル

の改善のエビデンスが示されています。 

最近新たに力を入れているのは、読みの最終段階－文字で書かれた世界から意味を効率よく媒

介することの学習－に焦点をあてた研究です。 
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